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共通テスト英語リーディング
★「共通テスト」および｢共通テスト」模試の設問別の正答率を分析してみると、「共通テスト」特有の設問を苦手とする受験生が非常に多いことが判明した。
時間との闘いの中で、「共通テスト」型設問を効率的に解くためには、それぞれ戦略を持ってのぞまなければならない。

場面設定を読んで状況理解 人物関係・状況設定・概要・テーマが分かる

※読んでいない人が多い。もったいない！

設問文を読んで題意の確認 ここを間違えると大変なことに

※「キーワード」（名詞・動詞）の確認も

本文の該当箇所の発見 設問の「キーワード」を手がかりに
本文中の該当箇所を発見

【本文読解】
※「原文典拠の法則」……根拠は必ず本文の中にある

選択肢との照合 該当箇所を巧妙に「言い換えた」ものが正解

※「同一内容異表現の法則」……同一内容を違った表現で
言い換える

●「情報検索問題」では、設問で何が問われているのかを確認してから本文を読んだ方が、
素早く設問の根拠となる箇所を見つけることができる。選択肢までは読む必要はない
（３つはウソ）。
●英文を読むときは、設問を解く手がかりとなる箇所に、下線を引いたり、「キーワード」
を丸で囲んだりしながら読み進める。本文中の語句・表現は選択肢では「言いかえ」ら
れていることが多い。誤りの選択肢の中には「記述なし」のものもあることに注意。

※必ずしも問１から順に解く必要はない。簡単なものから片づけていく。

問１→問２→問３…と、易→難となっていくとは限らないので、注意が必要。重要
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複数解答型 《難》

選択肢を「先読み」しておく方が効率的
⇒ 本文に出てきたら即マーク！ ⇒ 正しい選択肢を解答

※「試行テスト」では正しいものを全部マークせよ、という問い方で全滅した。
誤りの選択肢の特徴として、あえて英文中に出てくる語句・表現を用いる→引っかけ

大雑把に「先
．．．．

読み」する
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時系列並べ替え型 《難》

選択肢を｢先読み」しておく。
①ファーンズワースＲＣＡ申し出拒絶

②ファーンズワーズ高校の先生と考えを共有

③ＲＣＡ第一段階勝訴

④合衆国政府特許認可

⑤ズウォーキン特許認可

《読解のポイント》 「誰が？」 ＋ 「何をしたか？」
本文を読んで上の項目に相当する文が出てきたらマーク→順番を番号で記入→解答

解答に含まれない選択肢（ダミー）が１つあるので注意。

この選択肢はココに書いてある！！を確認 （原文典拠の法則）

※出来事が「本文中に出てくる順番」と｢実際に起こった順番」が異なる場合があることに注意
しよう。その点は、｢時」を表す表現に着目するとよい。

●並べ替えるものの種類
①出来事・動作 ⇒動詞
②名詞 ⇒名詞
③感情 ⇒形容詞

選択肢を「先
読み」してど
んな出来事か
を把握

事実・意見の区別型

４つの選択肢を「これは fact、これは opinion」と事前に分別して、factが求められていれば fact
だけ、opinionなら opinionだけを本文内容と対照させる。

fact / opinion を事前分別して
á 求められているほうだけを本文照合する

◆事実・意見の見分け方―両者をきちんと区別

fact（事実） 文章の中心が名詞・動詞
→賛成も反対もできない

opinion（意見） 文章の中心が形容詞・副詞・助動詞
→賛成または反対できる

●両者をきちんと区別！
「事実」と「意見」など
を区別して、理解したり
伝えたりすることが求め
られている。

★選択肢から「意見」の選択肢を除外していけば時間短縮可能！

主観的な形容詞→意見
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要約・タイトル型

本文全体の「まとめ・流れ」の把握を重視した設問

各段落を読みながら余白に｢一言メモ」を記入（この段落の要旨を一言で表すと何か？）
その全てをカバーする選択肢が正解

■「タイトル問題」の鉄則
①文章全体の内容を含んでいる
②具体的な一部分の言及でない
③文章の要点を押さえられている

→タイトルだけ見て何の話か分かるものを選ぶ

※第１段落（テーマ）と最終段落（結論）が大きなヒントに

★「要約問題」→各段落でテーマのある場所は？
①最初と最後
②「しかし」の後
③疑問文（問題提起）

本文全体をカバ
ーするのはどれ
か？と考える

最も適切なタイトルは？

複数箇所対応型

１箇所の情報では正解を特定できず、２箇所（あるいは３箇所）の情報を照らし合わせて正解

を選ばせる問題。段落が離れたところに、根拠箇所が散らばっている。根気強く読むしかない。

ココとココを照らし合わせて ⇒ コレが正解
●選択肢から｢キーワード」を拾う→本文のどこに登場するかを探す→選択肢の判断

※選択肢の検討には、本文の｢言い換え」が含まれていないか（例 具体 → 抽象）
を意識しよう。

原文典拠の法則
必ず本文中に根拠となる箇所がある

同一内容異表現の法則
同じ内容を異なる表現で表す

本文中の複数箇
所に根拠となる
英文が！
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推測型

★本文中に直接述べられていない内容を読み取る→文脈から

ココにコウ書いてあることから推測すると
⇒ きっと、コウなるだろう

本文中に推測
を裏付ける根
拠となる文が
必ずある。そ
の文の発見に。
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